
ガリシア語の社会言語学的考察

浅 香 武 和

はじめに

2003年 は,ガ リシア語正常化法制定20年 にあたる。この21世 紀初め

ガリシア語はまだ正常な状態ではなく多 くの分野で排斥 され,ガ リシア語

の使用は話者にとり社会的または政治的な問題 を巻 き込 んでいるのが現在

の状況である。 さらに異なる年齢層のあいだのコミュニケーションは遮断

の危機にある。言語正常化法施行20年 が経ち,そ の掲げる思想に向かっ

て進行中であるといえる。本論は,現 在のガリシア語の状況を社会言語学

的な観点か ら考察する。

本論 を執筆中の2003年7月10日 ガリシア語の表記及び形態 に関する

規則の改正がレアル ・アカデ ミア ・ガレーガで承認 された。

1ガ リシア語の話 されている地域

ガリシア語 はイベ ロ ・ロマ ンス諸語 のグループに属す るロマ ンス語 の一

言語 で あ り,ガ リ シア語 の特 徴(形 態 と語 彙)の あ る部 分 は ポ ル トガル

語 と共通 であ る。 ガ リシアではカス ティー リャ語 と共 にガ リシア語 は公用

語 である。

現 在の ガ リシア語 は,行 政 上 の ガ リシ ア 自治 州(29,424km2)と 行 政上

ガ リシア に属 さない 地域(ア ス トゥ リアス州 の ナ ビ ア ・エ オ,ア ンカ ー レ

ス東 部,レ オ ン県 の ビエ ル ソ西 部,サ モ ー ラ県 の ポル テー ラ ス)の 言 語 で

あ る 。言語 的 観点 か らみ るとガリシア語の境界線 は南部ではポル トガル語,

東 部 で は アス トゥリアス語 また は レオン方言 と接 している。 ガリシアの人
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口は ガ リシア政府 発行 の1997年 の 統 計 報 告 に よる と274万3999人

(1996年 の調 査)で あ る。1991年 の 調査 で は,ガ リ シア語 を理 解 す る は

940/oで,ガ リシ ア語 を話 す は88°loで あ る。 さら にガ リシア に隣 接 す る地

域 で8万 人程 度 が ガ リシア語 を話 して いる。参考 まで に1991年 の調 査 で

は人 口 は273万1669人rl978年 の調査 で は289万5469人 で あ っ た。

1.1.ガ リシア語 の歴 史 的背 景

最 初 に ガ リシア語 の歴史的背景 を簡単 に述べ てお こう。13世 紀 と14世

紀 は ガ リ シア語 に と り輝 く時期 であ りカ ンテ ィーガス と呼 ばれる非予情詩が

栄 えた時 であ り,行 政 や 司 法 の文 書 に ガ リシ ア語 が使 われいてい た。16

世 紀 中 頃 まで カ リシ ア語 は使 わ れてい たが,15世 紀 の カ トリ ック両 王 の

時代 にな る と没落 したガ リシアの貴族 たちはカス テ ィー リャ語 を使 い始め

るようにな り,聖 職 者 た ち もカ ス テ ィー リャ語 を植 えつけていった。 ルネ

ッサ ンスの時期 か ら他の ロマ ンス諸語 は国家語 として体系 化 されてい く

が,ガ リシ ア語 は書 き言 葉 と しての性格 を失 い,話 し言 葉 と して 田舎 や 家

族 の 間で の言葉 になっていった。16世 紀 か ら18世 紀 は沈 黙 の世紀 と呼 ば

れ カ リシ ア語 は威信 を失 った。 しか し,18世 紀 にサ ル ミエ ン ト神 父 が 現

れ ガ リ シア語 の回復 を図 りガ リシア語研 究 をすすめた。

19世 紀 中 頃 に な る とプ ロ ビ ンシ ア リスモや レシ ョナ リスモの政治運動

がお こ り,文 学 で は レシ ュル デ ィメ ン トと呼 ばれ る文芸復 興がお こ りロサ

リア ・デ ・カス トロの 「ガリシアの うた」が1863年 に発 行 され た。 エ ド

ウア ル ド ・ポ ンダル とクー ロス ・エ ンリーケスが続いて現れ,ガ リシア語

に よ る詩 集 を発 行 した。 この三人 はガ リシアの文芸復 興期の 「三大花冠」

と呼 ばれている。 この時期 にはガ リシア語 の最初の文法書や辞書 も刊行 さ

れ,1906年 には 「ガ リシ ア語 の収 集 ・純 化 ・刷 新」 を掲 げて レアル ・ア

カデ ミア ・ガ レー ガ も創 設 された。20世 紀 には い る とIrmandadesdos

AmigosdaFala(こ とば の友 好 協 会)が 形 成 され,ガ リ シ ア全 域 に広 が

りガ リ シ ア語 の擁 護 と普及 を うたい,後 に 政 治 運 動 に進 展 して い っ た 。

1936年6月 には ガ リシ ア語 は初 め て公 用 語 に認め られた。 しか し市民戦

争(1936-1939)は ガ リ シア語 の近代 化 の 過 程 の道 に後退 の引 きがね とな

り1960年 代 まで停 滞 をた どっ た。1960年 代 を社 会 言 語 学 的状 況 か ら見

る と,学 校 教 育 の 整備 とテ レ ビな どの ひろが りと新 しい文化価値 はカステ

ィー リャ語 の導入 につ ながってい った。 しか し急速 なカステ ィー リャ語化
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に抵抗する団体 も現れ,ガ リシア語を擁護する目的で都市部では様々な文

化的な組織網が拡大 していった。70年 代 に入るとナシ ョナリズムと共に

ことばの擁護を訴え,ガ リシア語の使用のための標準語化をめ ざすように

なっていった。

2自 治州憲章と言語正常化法におけるガリシア語の扱い方

ガ リシア自治州憲章(1981年4月6日 承 認)第 五 条 は次 の よ うに記 し

て い る。

第一項

第二項

第三項

第四項

ガリシアの固有の言語はガリシア語である。

ガリシアの公用語であるガリシア語 とカスティーリャ語を,

全ての人は知 る権利 と使 う権利がある。

ガリシアの公権力は二つのことばの日常 と公式の使用 を保

障 して,生 活 と文化 と情報のあらゆる面においてガリシア

語の使用 を可能に して,そ の知識 を利用すための必要な手

段 を用意する。

何人 も言語が原因で差別されることはない。

このように,ガ リシアの固有の言語はガリシア語であると宣言 し,ガ リ

シア語 とカスティーリャ語の二つを共に公用語 に認め,ガ リシア語の促進

に公的な権限を抱 き込み,同 時に言語を論題 にして市民を差別 しない とい

う原則を立てた。

1983年6月 にはガリシア議会は言語正常化法 を承認 した。 これはカス

ティー・リャ語 とカリシア語の比較が主なる目的であ り,そ のためにガリシ

ア語の完全な公的性格の原則を築 くことであった。第六条第二項は,ガ リ

シアにおいて行政上ガリシア語が通用 し,公 用語が使用 される時はどんな

場合でも有効である,と 記 している。この法は,司 法 と制度の分野で進展

が期待 されたが,目 的と手段において自治州政府が明確性を欠如 したこと

により限界が起 きた。

言語正常化法が示す目的を遂行するような方策の計画 と管理 を担 う言語

政策局がガリシア政府のなかに設置 された。この政策局の設置は,教 育を

あずかる教育省の一部門と考えられガリシア語を推進する力が僅かで,ま

たガリシア語の使用において年代 間の憂慮すべ き衰退 を考慮 した現在必要

な言語政策の計画 を実施する専門家が欠如 していたことが理由になり,遂
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行 した とは言 えない。言語正常化法が承認 されて15年 後 には,貧 困 な イ

メー ジの ガ リシ ア語 と権力 を持 った カステ ィーリャ語 とい う偏見 のイメー

ジを取 り去 った とい うことがで きる。 したが って,ガ リシ ア語 は現在,話

す場 合 も書 く場 合 も正 しい規 定 どお りの方法で使 われてい る。政治の面 に

おいて も知識層 のあいだで も日常語 であ り,初 等 ・中等教 育 で学 習 が 義務

づ け られている(他 の科 目 で は伝 達手 段 と して の言語で ある)。 自治 州政

府 の行 政 上 の言 語 で あ り教育 に役立 つ官公庁の言語で あ り,ラ ジオ とテ レ

ビ シオ ンガ レー ガの 言語 で もある。近年の ガ リシア語の社会 的使用の進展

にもかか わらず,ガ リシア社 会 は言 語 的 に カス テ ィー リャ語 に強 く服 従 し

ている。つ ま り,カ ス テ ィ0リ ャ語 は教 育 にお け る伝 達手 段 の ことばであ

り,さ ら に行 政 機 関 の公 務 員 の か な りの人々の伝達 手段 の こ とばで あ り,

同時 に ガ リシア の人 々 が読 ん だ り聞いた りす る刊行物の こ とばであ り,ラ

ジオ とテ レビの こ とば は大 多 数が ほぼカス テ ィー リャ語であるか らにほか

ならないか らで ある。

2.1.社 会 に お け る ガ リシア語

ガ リシ アの社会言語学 地図に よる と,ガ リシ ア社 会 にお ける こ とばの 習

得 は高 い能力 を示 してい る。 人 口の96.9°loが ガ リ シ ア語 を理 解 で き,

85.6%が 話 せ,一 方46.6Floは 読 め る能 力 が あ り,275a/aは 書 け る能力

が あ る こ と を示 して い る。

表1四 段 階 の 能 力FernandezRodriguez/RodrlguezNeira拍95b

理解できる

話せる

読める

書ける

ゼ ロ

Q.1

2.3

11.fi

32.f

少 し

3.0

12.1

41.8

39.9

か な り

48.6

45.5

3i.4

18.1

と て も よ く

48.3

40.1

15.2

9.4

FernandezRodriguez/RodriguezNeira(1995a,1995b)『 ガ リ シ ア に お

け る 生 ま れ て 最 初 の 言 語 』 と 『ガ リ シ ア に お け る 日常 の 言 語 』 の 統 計 か ら

考 察 して み る 。 生 ま れ て 最 初 の 言 語 と して ガ リ シ ア語 は60.3°laで あ る 。

一 方
丁 日常 の 言 語 と して は68.6°loで あ り,ガ リ シ ア 語 だ け を話 す 割 合 は
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3S.7Flo,ガ リ シア語 を好 んで 話す は299%で あ る。

さ らに,こ れ らの 要 素 を年 齢 別 ・社 会 階層別 ・学歴別 ・住 んでい る地域

別 に検討 してみたい。生 まれて最初の言語 が ガリシア語 は80.6%,日 常

の言 語 が ガ リシ ア語 は84.7Floと い う高い 数 値 は65歳 以 上 の年 齢層 で あ

る。16か ら25歳 の 年代 で は3fi.7Floが 生 まれ て最 初 の 言語 でs日 常 の言

語 は46.5Floで あ る。社 会 階層 別 にみ る と中流 か ら上流は生 まれて最初の

言語 と して ガリシア語 は28.1°laと 少 な い数 値 で あ り,日 常 の言 語 で は

35.3%で あ る。 一 方,下 層 階級 で は生 まれ て最 初 の 言語 にガリシア語 は

75.3°/oが 話 す ため に学 んで い る し,日 常 の言 語 と して$3°/oが ガ リシ ア語

を話 して い る よ う に高 い数値 を示 している。

出生地 については,生 まれ て最 初 の言 語 と 日常 の言 語の ガリシア語 の割

合 は観光地 を持 たない田舎(村_2)で は そ れぞ れ85.8°/aと$9.70/0で あ

りT観 光 地 を持 つ 田 舎(村 一1)は 生 まれ て最 初 の 言 語 と して ガ リ シア語

は66.7fl/oで,日 常 の 言語 と して の ガ リシ ア語 は78.6°loで あ る。小 さな

町で は生 まれ て最 初 の言語がカ リシア語 は51%で あ り,日 常 の言語 と し

て ガ リシ ア語 は65.4%で,都 市 周 辺 では生 まれ て最 初 の言 語 が ガ リシア

語 は61,5%で,日 常bの言 語 が ガ リシ ア語 は64.6°laで あ る 。都 市 にお い

て は,生 まれ て最初 の言 語 が ガ リシア語は16.7a/aで あ り,日 常 の 言語 が

ガ リシ ア語 は37.70/oで あ る。 また話 者 の学 歴 との関係 は 日常 の言語 と し

てガ リシア語 は学歴 のない人の比率 は95.8°/° とい う高 い数 値 で あ り,小

学 中途者 は86.9%,小 学 卒 は72.$°/oで あ る。 そ れ に反 して 高学 歴 の 人 は

71.4°loが カス テ ィー リ ャ語 を使 い,高 卒 者 は63%,中 等 教 育 終 了 者 は

60ユ °loがカ ス テ ィー リャ語 を使 う。

さ らに生 まれて最初の言語 と日常言語 にガ リシア語 を使 う人は社会的地

位 ・年齢層 ・学歴 ・住 んでい る地域 を考 える と,老 年 齢層 ・中 か ら下層 階

級 ・小 学 卒程度の人がガ リシア語話者 の高い数値 を示 している。 それ に対

してカステ ィー リャ語 は都市部の共通語であ り,若 者層 と教 育水 準 が高 く

経 済 的 に豊 かな人 の言葉 である と言 える。 この よ うなガ リシアの状況 は,

ガ リシ ア語 話 者 の 大 部分 が 二 つ りの言語 を使 い分 ける,つ ま り代 替 的 二言

語 併 用 の例 で あ る。 これをFerns皿dez(1978)は 闘争 的 な二 言 語 の使 い分

け(DIGLOSIACONFLICTIVA)と 形 容 してい る。
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表2ガ リシアにおける生まれて最初の言語[イ タリック体]と 日常の

言語の調査統計1995ab

初

体

最

全

ガリシア語 だけ

64,3

38.7(CIO

El常 の 言 語(%〉

年 齢 別

16-2523.5

26-4030.2

41-fi543.5

65以 上58.9

学歴別

無

小学中退

小学卒

専門学校卒

中高卒

大卒基礎過程

大卒専門過程

その他

社会階層別

低

低から中

中

中から高

職業別

経営者

有資格者

自由業

教育者

軍人

下級行政職

サービス業

自営業

農業

漁業

工員

学生

主婦

75.3

5fi.9

35.5

22.2

15.0

9.7

9.2

17.0

55.7

47.7

29.2

14.1

35.8

s.3

3.H

12.1

13.9

20.3

19.E

42.4

85.9

59.4

38.1

15.0

42.2

ガリシア語が多い

11.9%

29.go晦

23.0

32.2

33.8

25.8

20.5

30.0

37.3

31.1

24.9

27.3

19.4

41.4

27.3

31.6

29.4

21.2

41.8

19.s

22.5

32.2

38.5

34.5

3b.4

37.6

13.2

33.0

37.8

18.8

31.4

カスティーリャ語が多い

1両 方ソ

20.8°/o

35.7

・

15.2

9.5

3.3

8.8

18.2

32.3

39.E

41.4

45.6

24.4

11.0

14.7

27.0

37.0

1fi.6

46.7

50.7

37.3

31.4

29.9

29.6

13.9

0.s

6.6

i7.9

43.6

×5.7

カスティーリャ語だけ そ の他

Z7.2Q/00.6

10.sRio

17.7

12.9

7.5

5.8

0.9

4.2

9.4

14.4

21.0

21.fi

25.8

7.2

so

fi.a

14.4

27.7

5.8

27.4

23.0

18.5

is.1

15.3

15.1

6.2

0.3

0.s

6.2

22.6

10.7
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無職

性別

男

女

地域別

都市

都市周辺

小町

村一1

村一2

29.0

ワ
」

月!

0
6

0
0

nj

qO

9.1

23.6

31.8

42.8

64.0

24.9

ワ
ー

5

∩∠

ワ
'

凸」

9
白

28.6

41.E

33.6

35.9

25.7

25.7

4

ー
ユ

0

1
△

9
ん

9
西

38.2

25.2

24.1

1fi.6

7.5

20.4

9
白

ワ
ノ

0
0

9
ん
ー

24.2

10.2

10.6

4.7

2.8

2.2.教 育におけるガリシア語

教育の分野 においては積極的な対策が とられ,1979年 の政令で言語教

育が許可 され,1983年 の政令では義務づけられた。さらに1988年 の法

令で,伝 達言語 としてガリシア語の使用が立案 された。ただし初等教育の

中高学年の社会科学。高等教育 と大学予科の地理,歴 史,自 然科学,物 理,

化学,数 学,情 報工学,哲 学のなかか ら二科 目選択。専門学校では人類学r

実技,技 術,数 学のなかから二科 目選択 ということである。

現在,計 画 されている教育改革に向けられたカリキュラムは,初 等教育

の第二課程 と第三課程 において自然科学 と社会および文化科学の二つの分

野の知識 を高めるためにガリシア語で教育 を行 うことを義務化 している。

一方
,中 等教育では社会科学,自 然科学の分野の科 目をガリシア語で教 え

ることが義務化 されている。高等教育では,哲 学 と歴史の共通科 目をガリ

シア語で行 うことが義務であ り,倫 理学 ・法哲学 ・政治学 ・社会学 ・歴史

学 ・地理学のなかか ら三科 目選択する方法が とられている。他方,ガ リシ

ア語はガリシアの教育行政の言語であるため,一 般に活動 はガリシア語で

実行 されている。

言語正常化法があるにもかかわらず,学 校 はガリシア語化というよりも

カスティーリャ語化 されている。最初の言語 としてガリシア語 をもつ生徒

数のパーセ ンテージが高いことは良い証拠であるが,学 校内で書 き言葉に

カスティーリャ語を使 うは8g°loで,教 師との言葉にカスティー一リャ語 を

使 うは51.4°laで ある(『 ガリシアの社会言語学地図』1997:25)。 現在の

自治州の法令では,教 育のための言語 としてガリシア語 を使 う具体的な教

育体系だけでな く,語 学科 目とガリシア文学の科 目の教育 において,さ ら



120

にガ リシア語 を勧め るため に,ガ リシ ア語 の 存 在 を示 す 法律 が制定 され て

いる。すべ てはガ リシア語 を弱体 化 させ ようとして,1978年 の ス ペ イ ン

憲 法 にお い て カス テ ィー リャ語 を有利 に した不均 衡 な公用語化 を設定 した

時点 か ら,す で に特 典 をあ た え られ てい るカステ ィー リャ語 を強化 させ よ

うとす るスペ イン政府が唱 える理想的 な二言語主義 にたい して,現 在 の ガ

リシア 自治州 政 府 が 擁 護 す る 「調和 のあ る二言語主義」 の言語政策 の方針

がある。

ガ リシア語 はガリシアの三つの大学(サ ンテ ィア ゴ,ビ ー ゴ,コ ル ーニ

ャ)で 公 用 語 で あ るが,一 般 に教 師 の 側 で も学 生 の 側 で も使用 は少 ない。

サ ンテ ィアゴ ・デ ・コ ンポ ンテーラ大学 は他の二つの大学 に比べ,ガ リシ

ア語 の使 用 が 高 いの は行 政 が カ リシア語 に力 を入れてい るか らである。

最 近の 『サ ンテ ィアゴ ・デ ・コンポステー ラ大学 の こ とば』(1998)に

つ い ての 報告 で は大 学 の組 織 を構成す る教員,学 生,職 員 の 三 者 の立 場 か

ら次 の デー タが示 されている。

1.学 生 は ガ リシ ア語 の 四 つ の 能 力 にお いて とて も高 い能力 を示 してい

る。す なわち,90.1%が ガ リシ ア語 を理 解 で き,話 せ て,読 め て,

書 くこ とが で きる。 学 生 の 三分 の0(30.$°lo}は,ガ リシ ア語 が 日常

語 で あ り,さ ら に20°/aは 大 学 の機 関 で使 用 し,約10%は レポ ー一ト

や試 験 また は メモ を とるの に使 う。

2.大 学 の職 員 の 四分 の三(75.5殉 は,ガ リシ ア語 を理 解 し,話 し,読

み,書 くこ とが で き る。 さ らに54°loは 日常 ガ リシ ア語 を話 し,

カス テ ィー リ ャ語 を話 す 割 合 は45°laで あ る。 ガ リシ ア語 で書 くこ

とにつ いて は,77Floが サ ンテ ィア ゴ大 学 の 書類 に ガ リシア語 を使 っ

て作成 しT11.90/0は カ ステ ィー リャ語 とガ リシア語 の両 方 を使 う。

3.教 師の 半数 以 上 が 四 つ の言 語 能力 をもち,520/oが ガ リシ ア語 を理解

し,話 しr読 み 書 く。 この割 合 を他 の 二者 の立場 と比較 す る と,教

育 者側 は最 も低 く,学 生 側 よ り37.9ポ イ ン ト低 く,職 員 よ り23.3

ポ イ ン ト低 い とい う結 果 が て で い る。 したが って,教 師側 に よ る ガ

リシ ア語 の使 用 に関 しては,獲 得 した割 合 は21.9Floで,学 生 側 よ

り8.9ポ イ ン ト低 い結 果 にな り,職 員 よ り32.7ポ イ ン ト低 い こ とが

わか る。

教 師 側 と学生側の ガ リシア語 の使用 と能力 おいて,最 も高 い数 値 は

情 報 工 学 部 と人 文 学部 の機 関であ り,一 方,最 も低 い数 値 は実 験 科
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学 と保健機関に現れている。

3マ スメディアにおけるガ リシア語

3.1.新 聞 に お け る ガ リシア語

ガ リシ アの 日刊紙 において,100パ ー セ ン トガ リシア語 で発 行 してい る

新 聞はQCORREQGALEGQ(1994年1月 か ら2003年5月 まで)だ

け で あ った 。 その後OCORREOGALEGOはGaliciaHoxe(2003年

5月 か ら)に 引 き継 が れ て い る。他 の八 紙 はカステ ィーリャ語 である。 な

おマ ドリー ドで発行 されてい るElMundo,ElPais,ABCは ガ リシア語版

のペ ー ジが あ る。 カステ ィー リャ語 で発行 されている 日刊紙 は ガリシア語

の使 用 はわずかである。ガ リシア語が使 われているの は基本 的 に文芸欄 の

寄稿,ガ リシア と地 域 の政 治,マ ン ガ時 評,テ レビ シオ ン ・デ ・ガ リシ ア

の番 組欄,そ して ガ リシア政 府 の公 共 広告 が とくにガ リシア語 を使 ってい

る。Hermida(1995)は,1977年 か ら1993年 の 問 の 日刊 紙 か らガ リシア

語 の 使 用 比率 を調査 研 究 した。 それ に よる と全般 に低 い数 字で あ るが,

1993年 は平均 して5.29%と あ るの はDiario16deGaliciaが13.54°/oと

い う比 較 的 高い 数 字 に助 け られ た ことによる ものであ ろう。次 の表は 日刊

紙 の ガ リシ ア語 使 用 の 割 合 で あ る。1995年 と1997年 の デ0タ は

Hermidaに よ り追加 され た未 発 表 もの で あ る。数値 は1995年 が1993年

よ り2.02°/o,1997年 は1993年 よ り1.86%低 下 して い るが,平 均 して3

Flo台 を維持 して い る。

イ デ ア ル ガ ジ ェ ゴ

ア トランテ ィコ

ディアリオ デ ポンテベ ドラ0.71

フ ァロ デ ビー ゴ1.15

ラ レ ヒオ ン1.28

エ ル プ ロ グ レソ0.77

ボ ス デ ガ リ シ ア2.76

コ レ ッオ ガ ジ ェ ゴ2.68

デ ィア リオ16デ ガリシア ー

平 均L62

197719821987

2.012.271.95

0.44

2.25

1.32

1.27

2.78

1.62

1.01.

2.41

1.77

3.13

1.50

s.lz

1.712.56

199a

3.02

4.20

2.96

2.74

3.60

2.b3

5.39

9。08

3.24

4.11

1993

1.04

3.01

3.93

3.94

!!!

4.95

5.41

7.23

1354

5.29

1995

2.81

2.75

1.80

4.77

3.02

4.11

4.65

廃 刊

3.27

1997

1.d5

2.85

3.50

2.95

5.05

4.00

3.95

5.16

3.43
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今 日,ガ リシア語 に よ る学 校 教 育 が施 行 され,こ とば に たい す る偏 見 は

後 退 し,新 聞 にお け る ガ リ シア語 へ の見 方 もか な り好意的 な もの になって

いる。 『ガ リシアの社会言語学地 図』(1996)第 三巻 補 遺,質 問 事項72番

「ス ポ ー ツ放 送 また は新 聞 に お ける事件報道 にガ リシア語 の使用 をど う思

うか」 に対す る回答 は,全 面 的 に賛成32,8°lo,か な り賛成27.8%,あ

ま り賛成 しない10.3°/o,全 く反 対4.7010,関 心 ない24.4°loと い う結 果

が あ る よ うに,so.s°loが ガ リシ ア語 の使 用 に賛 成 して い る。 しか しf企

業 は ガ リシア語 を使 用 す る ための誘因 となる助成金 をガ リシア政府か ら受

けてい るに もかかわ らず,伝 統 的 に カス テ ィー リ ャ語 とい う権 力の言語 を

ガ リシアで使 い続 けているマス メデ ィアは経 済効率 を優先 させ ているのが

現 実 で あ る。 日刊 紙 にお け る ガ リシア語使 用 の割 合 を分析 したFerro

Ruibaユ(1998)は,「 有 料 の ガ リシア」 とい う,つ ま り言 葉 に まで金 を払 っ

て買 うとい う考 えは,あ ま りに もや り過 ぎだ とい う印 象がある,と 述 べ て

い る。

日刊 紙 に た い して,週 刊 新 聞 のANOSATERRA(1977-)や 地 域 の ロ

ー カ ル 新 聞 〔OSalnes
,SiradellaaMinor,ONorteな ど 〕 は100a/aガ リ

シ ア 語 で あ る 。 さ ら に 定 期 的 に発 行 さ れ る 雑 誌Grial(1963-),Encru-

cillada(1977-),Agalia(1985-),Analiseempresarial(1985-),ATrabede

Ouro(1990-),TemposNovos(1997-)な どが ガ リ シ ア語 で 発 行 され て い

る 。

3.2.テ レ ビ とラ ジオ に お け る ガ リシア語

全 国向けの ラジオ放 送局 はカス ティー リャ語 で放送 されている。 ただ し

RadioVozは ガ リ シア 向 け の放 送 に限 って は ガ リシア語 で,ま たRadio

Unoは カ ステ ィー リ ャ語 で放 送 して い るが,一 日2時 間30分 だ け ガ リシ

ア語 に よ る番組 が あ る。RadioGaユegaは24時 間 ガ リシ ア語 で放 送 して

い る。 地 方 自治体 運営 の ロー カル放 送局 は,一 般 に ガ リシ ア語 で 放 送 し,

民 間の放 送 局 はカ ス テ ィー リャ語 で放 送 している。

1986年 に ガ リ シ ア 自 治 州 政 府 の 行 政 の 下 にRadioTelevisi6nde

Galiciaの 公共 放 送 が は じまっ た。 ラ ジオ は途切 れるこ とな くガ リシア語

で放送 しているが,テ レビは現 在,週 に90時 間以上 の番 組 が 組 まれ て い

て,原 則 的 にす べ て ガ リシ ア語 で放 送 してい る。 ただ宣伝広告放送の大部

分 はカステ ィー リャ語 を使 っている。 ガ リシアにおいて第一 チ ャンネルの
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TelevisionEspanolaは,月 曜 か ら金 曜 まで45分 だ け ガ リシ ア語 で放 送 し,

第 ニ チ ャ ンネ ル も月 曜 か ら金 曜 まで午後 に1時 間 の ガ リ シ ア語 に よ る番

組 が あ る。Antena3,Canal+,Tele5の 全 国 向 けの 番組 は,す べ て カ ス テ

ィー リ ャ語 で あ る。地方のテ レビ局の番組 はだいたいガ リシア語で あるが,

TelevisiondaCoruna,Televisi6ndeVigo,Televisi6ndePonteareasは カ

ス テ ィー リャ語 で放 送 してい る。

ガ リシアの家庭 で は年 間3万 時 間 カ ス テ ィ0リ ャ語 の テ レ ビ番 組 を,

また6,000時 間の ガ リシ ア語 の番 組 を受 け入 れ ることで きる。 「ガリシア

の社会言語 学地 図』(1995)第 二巻 補 遺2の 質問 事項80「 ガ リシ ア語 で ラ

ジオ とテ レ ビ番 組 が もっとあったほ うがいいか」 とい う質問 に,65.6°loが

さら にガ リシア語 で の番 組 を希望 してい る。6フFloは ガ リシア語 で の番 組

に反対 してい る。 この数字は今 日一 ダース ものチ ャンネルがカステ ィー リ

ャ語 で放送 しているので,現 在 あ る デ ジ タル放 送 の 一 つ と組 んで ガ リシア

の 家 庭 に さ らに ガ リ シ ア語 に よ る放 送 を提 供 す るの が 望 ま しい と,

RodriguezNeira(1996)は 述 べ てい る。 さ らに,通 信 につ い て 「電波 空 間

は広 大 で あ り,ガ リ シア語 の電 波 空 間 とい う ものは存在せず,ガ リシア語

は電 波 に乗 り広 大 な世界 にひろがる ことがで きる。 ガリシア語 は今 まさに

その入 り口 にある」 と,Sa皿tamarina(1998)は 結 んで い る。少 な くと も,

電 子 メ ー ル に よ っ て ガ リ シ ア 語 はilganton@usc.esか らasakat@

dreamocn.ne.JPに 届 く。

4カ トリック教会 におけるガ リシア語

4.1.ガ リシア と宗 教

ガ リ シ ア に は約4,000の 教 区 が あ り,カ トリ ック 教信 仰 は ガ リシ ア の

人 々 の80aloに 達 して い る。38Floは 実 践 を伴 わ な い カ トリ ック教徒 で,

38.9010は 教 理 を信 じて い る。 そ して女 性 の実践 を伴 うカ トリック教徒 は

48.9°laで,男 性 の33.6Floよ り高 い とい うデ ー タが あ る。(FerroRuibal,

1990)

1961年 か ら65年 の 第 二 回バ チ カ ン公 会議 は,儀 礼 の 時 にそ れ ぞ れ の

土 地 の 言葉 を使 うこ とを命 じると,ガ リシ アで は カス テ ィー リ ャ語 が選択

され た。1976年6月 ガ リ シアの聖 職 者 会議1は 「ガ リシ ア語 に よる典礼 に

関す る提 案」 を認可 し,町 の 教 会 で少 な く と もガ リシ ア語で ミサ をあ げ,
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ガリシア語が唯一の言語 である地域 では典礼のための ガ リシア語化が計 ら

れた。 ミサ祈祷書(1987)と,聖 書(1989)の 公 式 な ガ リシ ア語 版 が 現 れ

た 。

4.2.ガ リ シ ア語 と宗 教

LopezMunoz(1989)に よ る ガ リ シ ア に お け る カ トリ ッ ク教 会 の 言 語 使

用 に 関 す る研 究 か ら,聖 職 者 の85°laは ガ リ シ ア語 を 話 す が,儀 式 の と き

に は使 用 しな い 。 ミサ に お い て は4.2°laが ガ リ シ ア語 を使 い,85.9Floが

決 して ガ リ シ ア語 は使 わ な い とい う。 ガ リ シ ア に お い て ミサ の70°loは カ

ス テ ィー リ ャ語 で 行 わ れ,22.8°loは ガ リ シ ア語 と カ ス テ ィ ー リ ャ語 の 二

つ の 言 語,7.2°loが ガ リ シ ア 語 で 行 わ れ る と い う調 査 結 果 が で て い る 。

Televisi6ndeGaliciaに は 宗 教 番 組 が あ り,ガ リ シ ア語 に よ る ミサ を 日曜

日 に 聞 くこ と もで き る 。

次 の 表 はLopezMunozに よ る,教 会 と聖 職 者 の使 用 言 語 調 査 の デ.__.タ

で あ る 。 単 位(°lo)

A日 常の言語 教区司祭

神学生

B教 会にとり 教区司祭

理想的な言語 神学生

Cミ サの時に

使われる言語

ガリシア言吾 ガリシア語を好む カスティーリャ語 を好む カスティーリャ語

7312

2741

2741

3728

7 23

123

1713

2518

155

70

Aは ガ リ シアの教 区司 祭 と神 学生 の 日常話 す言葉 についてのデー タ。B

は教 会 に と り理 想 的 な言 語 モ デ ル。Cは ミサ の と き に使 わ れ る言語 。23

%は ガ リシ ア語 とカ ス テ ィー リャ語 の二つの言語 を使用す る数値 である。

司祭 と神 学生 はガ リシア語 を使 って ミサ をす ることを望 んでいるが。実際

はカ トリック教会は カステ ィー リャ語 を使 ってい るのが現況であ る。

次 に,カ タル ーニ ャ とガ リ シアの教 会 にお ける ミサの時の使用言語 につ

いてのデ ータを比較 して見 てみたい。 カタルーニ ャで はカステ ィー リャ語

が23%,カ タル ー ニ ャ語 は77%と い う高 い 数値 に反 して,ガ リシ アで

は カ ス テ ィー リ ャ語70°lo,と ころ どこ ろ ガ リ シア語 を使 うが22.8(甑 ガ
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リシア語だけは7.2a/aと い う低 い数 値 で あ る。 この 説 明 には二つの要 因が

考 え られ る。一つ はガ リシア出身でない教会指導者の強制 による もの。二

つ めに教会の社会的一体感 は低所得者層の人 々にはな く,貴 族 や有 産 階級

のエ リー トた ち と共 ににあったこ とによる。そ して聖職者 たちの多 くは伝

統 的な旧来の態度 を守 り,ガ リシ ア語 の 正常 化 に向 け て積 極 的な態度 を採

るこ とはかな り難 しい といえる。社会 において ガリシアの人 々がガ リシア

語 を使 っていた時代 に,カ トリ ック教 会 は積 極 的 にカ ステ ィー リャ語化 を

推 し進 めていた し,現 在 にお い て もカス テ ィ0リ ャ語 をす す め て い る。

カ ス テ ィー リャ語の言語干渉は さまざまな面 にあ らわれ るが,教 会 を経

由 して次 の よ うな宗教 用 語が ガ リシ ア語 の なか に現れ ている。arrodillar

(axeonllar脆 く),Dios(Deus神),Iglesia(Igrexa教 会),pueblo

(pobo民 衆),siglo(s6culo世 紀)な ど。()は ガ リシ ア語 で あ る。

5ガ リシア語の体系化

1980年 ガ リシ ア 自治 州 憲 章 の 承 認 と ガ リシア語 の公用 語制定 に よ り,

ガ リシ ア語 の歴 史 の なか で初 め て,多 様 性 に富 む ガ リシ ア語 か ら一 つの ガ

リシア語 をつ くり上 げる計画 において論議が醸 しだ された。

1970年 代 終 わ りか ら現 在 まで,共 有 の 財産 と して ガ リシ ア語 が生 きる

段階で,形 態 面 にお い て超 方言 的 な現代 ガリシア語 をつ くり上げていった。

その例 を上げてみ ることに したい。一般的 な形態 において は語尾 一an/-a

(man手,irma.n兄 弟/ra羊 毛,firma姉 妹),し か し教 養 語 の場 合 は ・/

一一ana(humano人 間 の/humana)で あ る。 複 数 形 は 一一ns(cans犬
,

canci6ns歌)と 一1で 終 わ る 多 音 節 語 の 複 数 形 一is(animais動 物,

posibeis可 能 な)の 二 つ の形 式 が あ る。 人 称代 名 詞二人称 の形 態(ti君)。

指 示詞(こ の)男 性 形:女 性形=中 性 形 はeste,esta,esto/istoで ある。 動

詞 活用 形cantades直 説法 現 在2人 称 複 数形,colleu直 説 法 完 了過 去3人

称単 数 形,partiu直 説 法3人 称 完 了過 去 単 数 形 。

語彙 は カス テ ィー リャ語が侵入 しているため方言形 で置 き換 えた ものが

あ る。曜 日にっいて:mercores水 曜 日,xOves木 曜 日,venres金 曜 日。

新語 を採 用 した もの=beirarrua歩 道,ruela横 丁,cadrodepersoa1従 業

員 。 中世 ガ リシ ア語 の資 料 か ら選 んだ語:Deus神,igrexa教 会,pobo

人 々,dor苦 悩 。 教 養 語:garantir保 証 す る,reflectir反 射 す る,invesUr
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授 ける,orzamento予 算,enderezo住 所 。 これ らの 語 彙 の 多 くは書 き言

葉 または話 し言葉で共通 ガ リシア語 となっている。

現代 ガリシア語 の作成 と再崖 においては,そ の使 用 が社 会 的 に認 知 され

多 くの場合 に採用 された ことによ り19世 紀 の レシュ ル デ ィメ ン トか ら出

発 す る文学的伝統 を結果的 に考慮 したことになる。教養語の採用 と科学技

術用語 においては,そ の起 源 と中世 文学 に共 通 した他 の言語,ロ マ ンス 諸

語 と くに ボル トカル語 と調和 をもとめた。 これ らはガリシア語研究所 とレ

アル ・アカデ ミア ・ガ レー ガによる 『ガリシア語の表記 と形態 に関す る規

則 』(1983)の 作 成 にあ た り原 則 とな って い る。同様 にアルバ レス,モ ン

テ ア グ ー ド,レ ゲ イ ラ 『ガ リシ ア語 文 法 』(1986)の 作 成 に も同 じ方 針 が

と られ た。 ロマ ンス語の一つ と してガ リシア語の基礎 的な文法規則 の記述

と形式化の道 に一歩前進 したわけである。

語 彙の体系化 において は,ガ リシ ア語 研 究 所 と レアル ・ア カデ ミア ・ガ

レーガに よ り暫定 的に発行 された見 出 し語数五万の 『ガ リシア語 の正書法

に基づ く語 彙集 』(1990)が 基 礎 に な っ た 。 この 語 彙 集 をベ ース に して,

二万 五 千 語 の 『レアル ・ア カデ ミア ・ガ レーガの ガリシア語 辞典』(1997),

さ らに 四万 語 の 『シ ェ ラ イス社 の ガリシア語辞典』(1986,1993),九 万

五千 語 の 『シ ェ ラ イス社 の ガ リシア語大辞典』(2000)が 刊 行 され た。

1970年 代 終 わ りか らア カデ ミ アに よ る再生 ガ リシア語の考 えに対 して,

ガ リシア語 は 自治州 の言 語 で はな くポル トガル語の一部 である と考 える再

統一派の運動 が現 れた。 したがって,そ の体 系 化 は ポル トガ ル語 に求 める

べ きだ とい う考 え方 で,表 記 の 違 い を説 い て い るが両 者 の考 えにはガリシ

ア語 の形態 と語 彙 に大 きな違いはない。ただ政治 的なイデオロギーが関与

してい るように思 われる。

再統一派 の推す表記法 の提案 は 『ガ リシア語の表記 と形態の規則 に対す

る批 判 研 究 』(1983)と な っ て 現 れ た 。 ガ リ シ ア 言 語 協 会(AGAL=

AssociagomGalegadaLingua)は 再 統 一 派 の 主 要 団体 であ り,こ の組 織

は四 万語 の総 合 語 彙 集 を1985年 に発行 し,さ らに再 統 一派 の考 え を取 り

入 れ た コス タ ・カサス 『ガ リシア語学習 の新文 法』(1988)は 新 しい 文 法

書 で あ る。 ア ロ ン ソ ・エス トラ ビース 『ガ リシア語辞典』(1995)は 再 統

一 派 の なか で語 彙 の体 系化 を提案 してガ リシア語 とポル トガル語の八万語

の辞書 となった。

言語正常化法の最初 の補足的規定 は規範 の基準 として 「規則 に関す る問
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題 は,ガ リシア語 の 現行 と正 しい使 用 」 を レアル ・アカデ ミア ・ガ レー ガ

が定 める とある。 この責務 を達成するため にはアカデ ミアは語彙研究部 を

創設 して,ラ モ ン ・ピニ ェ イ ロ研 究 セ ン ター一の協力 を得 て1996年 に ガ リ

シア語 に よ る用語 の現代 化 お よび育成局(Termigal)を 開設 して い る。

1999年 に ガ リシ ア語 の表 記 と形 態 に関 す る修正 をガ リシア教 育協 会

(AS-PG)が 求 め たの に対 して,2001年 ア カデ ミア ・ガ レー ガ は修 正 案 を

作 成 し,2003年7月 ガ リシア語 の 表記 に関 す る新 しい規則 が承認 された。

これ に よ りGalizaと い う表 記 が 認 め ら れ た こ と に な る。 自治州 名 は

GaliciaとGalizaの 二 つ に なる が,ガ リシ ア政 府 は これ まで 通 りXunta

deGaliciaを 使 用 す る。

結 びにかえて ・ガ リシアにおける社会言語学の動向

ガ リシア語の社 会言語 学の研 究 は,近 年,優 先 的 にす す め られ て い る。

ガ リシ アにおいて この分野の研 究 に着手 したのは,ア ロ ンソ ・モ ンテー ロ

教 授 で あ る。1968年 に発 表 され た 「ガ リ シア語 の 問題 に対す る5つ の探

索 」 と 「ガ リシ ア語 の 問題 に三本 の メスを入れ る」の論文 は,社 会 にお け

る異 な る分 野 で ガ リ シ ア語 の状 況 と将 来 につ いて研 究 した力作 で あ る。

1973年 刊行 され た 『ガ リシ ア語 に関す る ドラマ テ ィツクな報告 』は,ガ

リシ ア語 の状 況 につ い て の問 題点 を明確 に指摘 して,社 会 言語 学 の研 究 に

実 りあ る道 を 開い た。その数年後1976年 にはFロ ドリー ゲ ス 『ガ リシ

ア にお け る言語紛争 とイデオロギー』が出版 され た。

ガ リシアにおけるガ リシア語 とカステ ィー リャ語の使用 について学 問的

な接 近 を図った研究 は1970年 代 初 め には存 在 しなか っ た。 唯 一,M.ア

エ ス タラ ー ン ・ア ラナ ス とJ.ク エバ ・ア ロ ン ソに よ る 『1974年 ポ ンテベ

ドラ県 の 家 族 た ち(ガ リシ ア主 義 とガ リシ ア語 の 言 語的紛 争)』 は学 問 的

な レベ ル に達 して い た。 これはセ ビー リャで刊行 され,後 の 社会 言語 学研

究 の手 本 となっ た労作 である。

コ ンポステー ラ大学 にお いて社会言語学 の研 究が は じまったのは1980

年代 にな っ てか らであ り,そ れ は小 中学校 の 生徒 た ち と教 員たちの言語使

用 と言語 にたいする態度の研究 に集 中 した。 これ らをあげ ると,M.A.フ

ェル ナ ンデ ス 「ガ リ シア にお け る言語の維持 と変革:最 近 の50年 間 の脱

ガ リシ ア語 化 の リズ ム」(1983),H.モ ンテ ア グ ー ド他 「小 学 生 に よる ガ
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リシアにおけ る二言語併 用主義の社 会言語学的見地」(1986),ル バ ル ・ロ

ドリー ゲ ス とロ ドリー ゲ ス ・ネイラ 「大学 を除 くガ リシア語の一般教育」

(1987),ロ ドリー ゲ ス ・ネ イ ラ とロペ ス ・マ ルテ ィーネス 「大学 にお ける

ガリシア語」(1988)な どが あ る。 さ ら に ガ リシ ア文化 庁が さまざまな領

域 にお けるガ リシア語 の使用 に関す る報告書 を刊行 している。

1993年 以 降 現 在,レ アル ・ア カデ ミア ・カ レー ガに社会言語学研 究部

が創設 されてか ら,ガ リシア の社 会 言語 学 地 図 三 巻 が作成 された。 これは

ガリシアの住民 を対象 に言語 の使 用 と言語 にたいする姿勢 をア ンケー トに

して質問 した結果 か らデー タを分析 して公刊 された ものであ る。2003年

は言 語 正常 化 法 が施 行 されて20年 にな るの で,ガ リシ ア語 の社 会 言 語 学

研 究 は専 ら言語正常化 につい ての論議が醸 しだ されている。
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